
最近の話題 

 

新たな⼈獣共通感染症としてのクラミジア感染症（１） 
 

福⼠秀⼈、オブライエン悠⽊⼦ 
 
 最近、愛玩⿃などの⿃を感染源とするいわゆるオウム病に加え、他のクラミジアによる新た
な伝播経路によるクラミジア性⼈獣共通感染症が報告されている。ヨーロッパでは、モルモッ
トのクラミジアである Chlamydia caviae による市中肺炎、オーストラリアで発⽣した⾺から⼈
への Chlamydia psittaci 感染、さらに、2022 年 12 ⽉にはオランダで⿃類由来 Chlamydia 
abortus による市中肺炎が発⽣した。ここでは、このオランダで発⽣した Chlamydia abortus に
よるオウム病について報告した論⽂の概要を紹介したい（図１）。 
 この論⽂は 2025 年 2 ⽉に Lancet Infectious Diseases に発表された（Raven ら, 2025）。 
  
この C. abortus による市中肺炎の報告では家族 4 ⼈が感染し、3 ⼈が⼊院したという。背景と
して 2021 年にこれまでは⽺のクラミジア感染症の病原体と捉えられていた Chlamydia abortus
とみなすべきクラミジアが野⿃に感染していることが報告されていた(Zaręba-Marchewka ら, 
2021)。初発患者は⿃の糞への暴露が感染原因とされている。また、家族内での⼈から⼈への
感染が考えられたという。さらに、過去の事例について検討し、⿃類由来 Chlamyida abortus
による症例が 10 例⾒出され、10 例いずれも⼊院し、５例が肺炎、1 例が死亡していたとされ
ている。 
  
 この事例で⽤いられた検出⽤ PCR は C. psittaci, C. abortus, C. caviae,および C. felis を検出
するとされている。今後は、原因不明の市中肺炎の診断においてクラミジア感染症を疑う場合
には、この事例のように幅広いクラミジアを検出できる診断系を⽤いることが必要なのではな
いだろうか。これは動物の感染症についても当てはまることである。初動診断では、ある程度
の幅広さを持つ診断系により病原体を検出し、その後、精度を⾼めることで適切な診断がなさ
れるのではないだろうか。 
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家族4⼈感染（呼吸器症状）

3⼈⼊院（市中肺炎） 1⼈ICU

2⼈はヒト-ヒト感染？

C. abortus
野⿃での感染増加

⿃由来 C. abortusによる市中肺炎
(2022年オランダ/ 新しい感染様式）（Lancet 2025)


